
 
 
 
 

 

PWPN「教皇による祈りの世界ネットワーク」 

2027 年教皇の意向 

 

1月 

教皇の意向：祈りの力を見出す 

主とのパーソナルな出会いは、一人ひとりの心に、そして世界に、変容をもたらす祈りです。教会のすべての人が祈りの力を見出す

ことができますように。 

2月 

教皇の意向：ケアにあたる人々 

心と体の健康のケアにあたる人々に、必要な支援が与えられますように。そして忍耐と知恵と強い心をもって、内面の癒しと希望

への道を切り開くことができますように。 

3月 

教皇の意向：人間のいのちの尊厳 

生産性や即効性を重視する文化の中で、私たち一人ひとりが自分自身と他者の中にあるそれぞれ固有の尊厳を見出し、互いに

尊重し合うことができますように。 

4月 

教皇の意向：人間性を育む芸術 

人間性を育み、精神性を高め、被造物のうちに宿る神の美しさに心を向けさせてくれる芸術を、真の贈り物として受け取ることが

できますように。 



 

5月 

教皇の意向：すべての人に働く機会を 

技術の進歩が尊厳ある仕事の機会を広げ、世代を越えた協働によって、すべての人がそれぞれの才能を共通善のために役立てる

未来へとつながりますように。 

6月 

教皇の意向：AIの適切な活用 

AI（人工知能）が常に人間の尊厳に貢献するために開発され、私たちがその賢明な利用法を理解することができますように。 

7月 

教皇の意向：祖父母と高齢者 

私たち教会が、祖父母や高齢者から信仰と知恵を受け継ぎ、その宝にいつも感謝し、彼らの経験から学ぶ姿勢をもつことができま

すように。 

8月 

教皇の意向：若者の召命 

召命を探し求める若者が、旅路をともに歩んでくださるイエス・キリストは心を開いて分かち合える善き伴侶であると気づくことがで

きますように。 

9月 

教皇の意向：統合的エコロジーへの回心 

被造物との新しい関係性を生きる中で、正義をもってそれを保護する方法を学び、深く心にとめ、調和を求めて感謝の心で歩む

道を見出すことができますように。 

 



10月 

教皇の意向：キリスト教共同体 

小教区や共同体、そしてキリスト教の団体が、福音に仕える新たな使徒たちを育てる宣教活動の中心となりますように。 

 

11月 

教皇の意向：移民を受け入れる 

故郷を追われて旅路を歩む移民や避難民が、ともに歩んでくださる聖家族の支えと慰めをいただきながら、尊厳ある真の融合に

向けて連帯し歓迎する共同体に、出会うことができますように。 

12月 

教皇の意向：キリストを証しする家族 

キリストを信じる家族が、社会の中にあって福音の生きた証人となり、家庭生活において信仰、希望、愛を養い育てる道を深めて

いくことができますように。 


